
 議論に参加しなかった人でも理解し 
易いように，議論の内容を構造化して 
即時記録するためのモデルが必要 

部分理解のリスクを低減させるためのプロセス改善の提案 

提案の背景： 派生開発では，短納期に起因する検討不足が原因で，部分理解という状況が生じ易い。 
          部分理解が生じ易いのは，主に下記の２箇所だと考えられる。 
         (1) 要求を抽出し，要求仕様を定義する過程      担当部分を個人で作業するから 
         (2) 要求仕様を満足する設計案を検討する過程    担当部分を個人で作業するから 
提案の骨子：  中間成果物（USDMや設計案）を生成する過程で，中間成果物の妥当性を巡って， 
         関係者がネットワークを介して議論することにより，部分理解を解消する。 
         (議論の内容を第３者が理解し易い形式で即時記録し，後で再利用できるようにする。) 

この時点で要求項目の 
抽出漏れが生じる 
可能性がある 

USDMは完璧だが，それを 
用いる人の視野の狭さにより， 
自分の担当分のみの仕様になる 
可能性がある 

開発が本格化する前に，プロジェクトの 
主要メンバーで，要求仕様の理解と 
妥当性チェックのための議論を行う   

議論の内容（= 要求仕様に対する解釈）を
プロジェクトのメンバー全員で共有する 

 ために議事録を読む 

要求項目を列挙し， 
それを文章化する 

要求文に現れる動詞に注
目し，要求を階層的に分
解し，要求と仕様を漏れ
なく抽出して記述する。 

変更要求 
仕様書 

原始要求 
項目一覧 

議論の 
議事録 

変更仕様書の修正作業 

修正された 
変更要求仕様書 

変更要求仕様を基にソフトウェア設計案を
作成し，ネットワークを介して提案する。 

開始 

終了 

設計試案 

提案された設計案の良し悪しを巡って 
ネットワークを介して議論する。 

最適な 
設計案 

部分理解による 
視野の狭い設計案が 
生じる可能性がある 

設計案を巡るグループ討議により 
視野の広い最適な設計案が生まれる。 
設計案とその提案根拠，設計案選出の 
根拠（これらをdesign rationaleと呼ぶ）を 
設計のノウハウとして記録し， 
再利用できるようにする。 
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問
題
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今
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提
案 

問
題
点 

ネットワーク上でのグル－プ討議(議論

を支援し，議論の内容を即時記録する
為のツールを試作中)により，要求/要求
仕様の漏れや誤りが無くなる。 

モデルを
提案中 

モデルは
研究済み 
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派生開発の変更プロセスにおける 
問題点とその対策（プロセス改善） 

今
回
の 

 
 

提
案 

ソフトウェア開発プロジェクトでは， 
要求仕様に対する解釈をプロジェクトの 
メンバー全員で共有することが大切 

実験の 

協力者を
募集中 
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ソフトウェアの要求仕様に含まれる曖昧さやその要求内容に 
対する開発の担当者らの理解不足などによる設計不良が， 
プロジェクトマネジメント上の大きな問題となっている。      

開発が本格化する前に，プロジェクトの主要メンバーで 
要求仕様の理解と妥当性確認のための議論を行う必要がある  

このときの議論の内容（= 要求仕様に対する解釈）を 
プロジェクトのメンバー全員で共有する必要がある 

議論の内容を理解し易いように構造化 
 して即時記録するためのモデルが必要 

１．研究の背景と目的 

（研究の背景： 現状の問題点） 

支援 

研究の対象(目的) 

対
策
（提
案
） 

（ステップ１） 

（ステップ２） 

『要求仕様の内容』の理解と妥当性チェックのための議論の必要性 
～その議論の内容を理解し易い形で即時記録するためのモデルの提案～ 

要求項目 
 賛否の   
意見 

 賛否の   
意見 

 

問題点 
 

要求項目 
の解釈 対策案 

 
問題点 

要求項目 
の解釈 対策案 

 

要求項目 
 

部分 
要求項目 

質問または 
コメント 

 

回答 
 

任意の 
ノード 

(注意)   
 『部分要求項目』というノードは，『要求項目』または『部分要求項目』 
というノードの要求内容が複数の要求項目に分解できる場合にだけを 
使用する。部分要求項目を使用する場合の記述場所は，『要求項目』 
の下位ノードで，かつ，『問題点』の上位ノードとして使用する。 

３．要求仕様の理解と妥当性確認のための議論において 
  議論の内容を構造化して即時記録するためのモデル 

２．開発の対象となるシステムの分類 

開発の対象となるシステムは，要求仕様の決定権が 

誰にあるかで，次の２種類に分類できる。 

(1)要求仕様の決定権が顧客側にあるシステム 

   (顧客からの受注によって開発するシステム) 

(2)要求仕様の決定権が開発者側にあるシステム 

  (不特定顧客を対象とするシステム) 

   ここでは，(1)に分類されるシステムを対象にして， 

要求仕様の内容の理解とその妥当性をチェックする 

ために議論する場合を想定する。 

 (注意)  『質問またはコメント』というノードが無くても，幾つかの 
      『部分要求項目』を『要求項目』や『部分要求項目』の 
     下位ノードとして追加することができる。 

(説明)途中で分岐していても，その中に上図のように
『要求項目』←(『部分要求項目』)←『問題点』 
←『対策』←『賛否の意見』と繋がるパスが１つあって， 
かつ，全ての立場の人からの賛成意見が得られて 
いれば，上記の要求項目に対する解釈に対して， 
全員の合意が得られた，何らかの結論が出ていると 
見なしてよい。 

議論の参加者全員から賛成意見が得られていることの確認 記述済みノードの記述内容を修正する方法 

(説明)   上図は，『質問またはコメント』の記述が契機となって 
      『ノードX1』の記述内容が『ノードX2』に書き改め 
      られる過程を示している。 
  『ノードX1』そのものを修正することはできないので，  
  『ノードX1』の修正版として 『ノードX2』を作成し，その中の 
  修正対象というフィールドにノードX1と記入することにより， 
  『ノードX2』が， 『ノードX1』の修正版であることを明記する。 
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『設計案と提案理由』を巡る賛否の意見とその根拠に関する議論の必要性 
～その議論の内容を理解し易い形で即時記録するためのモデルの提案～ 

図  改良型IBISモデル ［Komiya (1993)］ 


